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労
働
組
合
の
組
織
率
が
一
七
・
九
％
と
な

り
、
調
査
開
始
以
降
初
め
て
一
八
％
台
を
割

り
込
ん
だ
こ
と
が
昨
年
一
二
月
一
八
日
、
厚

生
労
働
省
が
発
表
し
た
二
〇
一
二
年
の
「
労

働
組
合
基
礎
調
査
」
で
明
ら
か
と
な
っ
た
。

　

一
方
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
労
働
者
の
組
合
員

数
は
八
三
万
七
〇
〇
〇
人
と
な
り
、
前
年
の

七
七
万
六
〇
〇
〇
人
か
ら
六
万
一
〇
〇
〇
人

増
加
。
推
定
組
織
率
は
六
・
三
％
と
な
り
、

組
合
員
数
と
共
に
過
去
最
高
を
記
録
し
た
。

調
査
は
二
○
一
二
年
六
月
三
○
日
現
在
の
組

織
状
況
な
ど
を
聞
い
た
も
の
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、
労
働
組
合
の
数
は
二
万

五
七
七
五
組
合
と
な
り
、昨
年
に
比
べ
て
一
・

一
％
減
少
し
た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
労
働
組

合
員
数
は
九
八
九
万
二
○
○
○
人
で
、
六
万

八
○
○
○
人
減
少
し
た
。
組
合
員
数
が
一
○

○
○
万
人
を
割
り
込
む
の
は
昨
年
に
続
き
二

年
連
続
。
組
合
員
数
は
一
二
六
九
万
九
○
○

○
人
と
ピ
ー
ク
だ
っ
た
九
四
年
に
比
べ
て
約

二
二
％
も
減
っ
た
。

　

雇
用
者
数
に
占
め
る
労
働
組
合
員
数
の
割

合
を
表
す
推
定
組
織
率
は
一
七
・
九
％
と
な

り
、
前
年
よ
り
○
・
二
ポ
イ
ン
ト
低
下
し
た
。

　

た
だ
し
、
前
年
の
組
織
率
は
東
日
本
大
震

災
の
影
響
で
総
務
省
統
計
局
が
発
表
し
た
推

計
値
の
雇
用
者
数
を
用
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、

時
系
列
比
較
に
は
注
意
が
必
要
に
な
る
。
そ

こ
で
二
〇
一
〇
年
の
一
八
・
五
％
と
比
較
す

る
と
、
〇
・
六
ポ
イ
ン
ト
の
大
幅
な
下
落
と

な
る
。

産
業
構
造
の
変
化
が
組
織
率
低
下
の

要
因
に

　

組
織
率
が
年
々
低
下
し
て
い
る
要
因
に
つ

い
て
、
厚
生
労
働
省
は
「
労
働
組
合
の
組
織

率
が
比
較
的
高
い
製
造
業
か
ら
、
組
織
率
の

低
い
サ
ー
ビ
ス
業
へ
と
産
業
構
造
が
シ
フ
ト

し
て
い
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
さ
ら
に
組

織
率
の
高
い
正
規
労
働
者
の
雇
用
が
減
少
す

る
一
方
で
、
組
織
率
の
低
い
非
正
規
労
働
者

が
増
え
て
い
る
こ
と
も
影
響
し
て
い
る
の
で

は
な
い
か
」
と
分
析
す
る
。

公
務
で
二
万
四
○
○
○
人
減
少

　

組
合
員
数
を
産
業
別
に
み
る
と
、「
製
造

業
」
が
二
六
九
万
五
○
○
○
人
と
も
っ
と
も

多
く
、
全
体
の
約
三
割
（
二
七
・
四
％
）
を

占
め
る
。
こ
れ
に
「
卸
売
業
、
小
売
業
」
の

一
二
一
万
人
、（
一
二
・
三
％
）、「
公
務
（
他

に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
除
く
）」
の
九
二
万

九
○
○
○
人
（
九
・
四
％
）
が
続
い
た
。

　

前
年
に
比
べ
て
増
加
幅
が
大
き
か
っ
た
の

は
「
卸
売
業
、
小
売
業
」（
二
万
一
○
○
○
人

増
、
一
・
八
％
増
）、「
宿
泊
業
、
飲
食
サ
ー

ビ
ス
業
」（
一
万
四
○
○
○
人
増
、一
一
・
三
％

増
）
だ
っ
た
。

　

他
方
、
減
少
幅
が
大
き
か
っ
た
の
は
「
公

務
（
他
に
分
類
さ
れ
る
も
の
を
除
く
）」（
二

万
四
○
○
○
人
減
、
二
・
五
％
減
）、「
製
造

業
」（
二
万
人
減
、
○
・
七
％
減
）
だ
っ
た
。

　

推
定
組
織
率
で
は
、「
複
合
サ
ー
ビ
ス
事

業
」（
五
七
・
四
％
）、「
電
気
・
ガ
ス
・
熱
供
給
・

水
道
業
」（
五
○
・
五
％
）
で
五
割
を
超
え
、

こ
れ
に
「
金
融
業
、保
険
業
」（
四
八
・
○
％
）

が
続
い
た
。
組
織
率
が
低
い
産
業
は
「
農
業
、

林
業
、
漁
業
」（
二
・
二
％
）、「
不
動
産
業
、

物
品
賃
貸
業
」（
二
・
八
％
）
だ
っ
た
。

　

民
間
企
業
の
労
働
組
合
員
数
を
従
業
員
規

模
別
に
み
る
と
、「
一
○
○
○
人
以
上
」
で
五

一
九
万
八
○
○
○
人
と
全
体
の
約
六
割
（
六

二
・
七
％
）
を
占
め
る
。「
三
○
○
～
九
九

九
人
」
で
一
一
九
万
九
○
○
○
人
（
一
四
・

五
％
）、「
一
○
○
～
二
九
九
人
」
で
六
四
万

七
○
○
○
人
（
七
・
八
％
）
と
低
い
水
準
に

と
ど
ま
っ
た
。

パ
ー
ト
の
組
合
員
数
は
八
○
万
人
台
に

　

一
方
、
労
働
組
合
に
加
盟
す
る
パ
ー
ト
タ

イ
ム
労
働
者
の
数
は
前
年
比
六
万
一
○
○
○

人
増
（
七
・
九
％
増
）
の
八
三
万
七
○
○
○

人
と
な
り
、
初
め
て
八
○
万
人
台
に
達
し
た
。

全
労
働
組
合
員
数
に
占
め
る
割
合
は
前
年
比

〇
・
七
ポ
イ
ン
ト
増
の
八
・
五
％
、
推
定
組

織
率
は
六
・
三
％
と
な
っ
た
。
い
ず
れ
も
、

調
査
に
こ
れ
ら
の
項
目
を
加
え
た
一
九
九
○

年
以
降
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
。

　

産
業
別
に
み
る
と
、「
卸
売
業
・
小
売
業
」

で
四
四
万
四
○
○
○
人
と
も
っ
と
も
多
く
、

こ
れ
に
「
医
療
・
福
祉
」（
八
万
三
○
○
○
人
）、

「
宿
泊
業
・
飲
食
サ
ー
ビ
ス
業
」（
七
万
四
○

○
○
人
）
が
続
い
た
。

　

主
要
団
体
別
に
、
産
業
別
組
織
を
通
じ
て

ナ
シ
ョ
ナ
ル
セ
ン
タ
ー
に
加
盟
し
て
い
る
労

働
組
合
員
数
を
み
る
と
、
連
合
（
日
本
労
働

組
合
総
連
合
会
）
が
前
年
比
七
○
○
○
人
減

の
六
六
九
万
三
○
○
○
人
、
全
労
連
（
全
国

労
働
組
合
総
連
合
）
が
同
一
万
三
○
○
○
人

減
の
六
○
万
七
○
○
○
人
、
全
労
協
（
全
国

労
働
組
合
連
絡
協
議
会
）
が
同
三
○
○
○
人

減
の
一
一
万
人
だ
っ
た
。
た
だ
し
、
都
道
府

県
単
位
の
地
方
組
織
に
の
み
加
盟
し
て
い
る

労
働
組
合
員
数
を
含
め
る
と
、
連
合
は
六
八

三
万
九
○
○
○
人
と
前
年
に
比
べ
て
一
○
○

○
人
の
減
少
に
と
ど
ま
っ
た
。

　

産
業
別
組
織
の
状
況
で
は
、
連
合
系
は
、

Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
が
一
○
八
万
六
○
○
○

人
で
も
っ
と
も
多
く
、自
治
労
（
八
二
万
人
）、

自
動
車
総
連
（
七
六
万
一
○
○
○
人
）
な
ど

の
順
と
な
っ
た
。
増
加
幅
が
も
っ
と
も
大
き

か
っ
た
の
は
サ
ー
ビ
ス
・
流
通
連
合
の
一
万

八
○
○
○
人
で
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン
同
盟
の
一

万
七
○
○
○
人
が
続
い
た
。
一
方
、
減
少
幅

が
大
き
か
っ
た
産
別
で
は
、
Ｊ
Ａ
Ｍ
（
二
万

四
○
○
○
人
減
）
や
、
自
治
労
（
一
万
六
○

○
○
人
減
）
な
ど
が
め
だ
つ
。
パ
ー
ト
労
働

者
の
組
合
員
数
を
み
る
と
、
Ｕ
Ｉ
ゼ
ン
セ
ン

同
盟
が
約
四
七
万
人
と
も
っ
と
も
多
く
、

サ
ー
ビ
ス
流
通
連
合
の
約
一
二
万
人
が
こ
れ

に
続
い
た
。

　

全
労
連
系
は
、
全
労
連
自
治
労
連
（
一
六

万
四
〇
〇
〇
人
）
と
日
本
医
労
連
（
一
四
万

九
〇
〇
〇
人
）
が
多
い
。
全
労
連
自
治
労
連

や
国
公
労
連
な
ど
、
官
公
労
の
減
少
幅
が
め

だ
つ
。

（
調
査
・
解
析
部
）

ト
ピ
ッ
ク
ス

労
働
組
合

1

組
織
率
が
一
七
％
台
ま
で
落
ち
込
む




